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事 業 名 称 空き家相談窓口の創設と相談員の育成及び専門家プラットフォーム構築事業 

事業主体 名 ヘリテージ加古 

連 携 先 播磨町 都市計画グループ 

対 象 地 域 兵庫県加古郡播磨町 

事 業の特 徴 

・地域に古くからある建物を利用し、地域密着型の相談窓口を創設する。 

・今後の空き家活用提案に役に立つよう相談窓口しつらえ作業に取り組む。 

・地元の人材を活用できるよう、空き家相談員育成マニュアルを作成する。 

成 果 

・「はりま空き家相談窓口」の創設 

・「はりま空き家相談窓口 空き家相談員育成マニュアル」の作成 

・「専門家プラットフォーム」の構築 

成果の公表先 はりま空き家相談窓口のホームページで公表 

 

１．事業の背景と目的 

今後更なる空き家の増加が想定されるため、空き家対策を加速させる必要がある。空き家相談者が、

地域の拠点となる場所に気楽に立ち寄れる相談窓口の創設し、常に多様な相談に一元的に対応でき

る相談員の配置が必要と思われる。そのためには、空き家相談員の育成方法の確立が必要である。

また、相談員が円滑に対応を依頼できる「専門家プラットフォーム」の構築が必要である。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順この事業での空き家ステージは、「予備期」から「空き家」を対象にしている。 

取り組みステップとしては、「対応準備」である。 

【フロー図】                                      

 

①梅谷邸の一部のスペースを、相談窓口にしつらえる。 

②「空き家相談員育成マニュアル」を検討・作成し、ホームページで公表する。 

③相談員研修、専門家セミナーや事例の見学会を開催する。 

④専門家ネットワークをつくる。  
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【役割分担表】 

取組内容 具体的な内容（小項目） 担当者（組織名） 業務内容 

相談窓口創設 梅谷邸の一部のスペー

スを、相談窓口にしつら

える 

（ヘリテージ加古） 

松岡 栄治 

相談窓口へのしつらえ

検討及び指示、しつら

える作業 

（ヘリテージ加古） 

鎌谷 正士 

鈴木 自 

田中 正三 

河野 さや香 

田村 真一 

清水 克俊 

松岡 洸治 

 

相談窓口へのしつらえ

る作業 

空き家相談育成

マニュアルの作

成・公表 

マニュアル検討・作成 

 

（ヘリテージ加古） 

田村 真一 

清水 克俊 

河野 さや香 

 

検討、打ち合わせ 

マニュアル作成 

 

ホームページで公表 （ヘリテージ加古） 

田村 真一 

 

ホームページ整備 

相談員の育成 相談員研修、専門家セ

ミナーの開催 

（ヘリテージ加古） 

田村 真一 

清水 克俊 

河野 さや香 

杉山 和馬 

等 

 

空き家に関する幅広い

知識を得る相談員研

修、専門家セミナーを

開催 

事例の見学会の開催 空き家活用や相談窓口

の事例の見学会を開催 

専門家プラットフォ

ームの構築 

専門家ネットワークをつ

くる 

（ヘリテージ加古） 

松岡 栄治 

田村 真一 

清水 克俊 

等 

 

円滑に問題解決できる

体制の整備 
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【進捗状況表】 

ステップ 取組内容 具体的な内容（小項目） 
平成 30 年度 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

対応 

準備 

①相談窓口創設 梅谷邸の一部のスペースを、

相談窓口にしつらえる 

        

②空き家相談育成

マニュアルの作成・

公表 

マニュアル検討・作成 

 

        

ホームページで公表         

③相談員の育成 相談員研修、専門家セミナー

の開催 

        

事例の見学会の開催         

④専門家プラットフ

ォームの構築 

専門家ネットワークをつくる         

 

 

（２）事業の取組詳細 

①平成 30年 10月中旬に梅谷邸の一部のスペースを空き家相談窓口にしつらえる作業を行った。 

しつらえる作業とは、片付け、家具の配置などである。その作業には、団体メンバーが参加した。

（写真１・２） 

 

写真１ 空き家相談窓口にしつらえる作業の様子 
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写真２ しつらえられた空き家相談窓口の様子 

 
 

 

②梅谷邸を利用し、空き家相談員育成マニュアルの作成の検討、打ち合わせを行った。 

団体メンバーや地元の相談員候補の方にも意見をもらい参考にした。（写真３） 

 

写真３ 空き家相談員育成マニュアル検討の様子 
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③梅谷邸で団体メンバーや地元の相談員候補の方が参加し、相談員研修や専門家セミナー、事例

の見学会を開催した。 

 

相談員研修は、平成 30 年 11月から平成 31年 1 月末の期間に行った。 

講師に税理士、建築士を招き「古民家・空き家にかかる税金」のテーマで専門家セミナーを行っ

た。（写真４） 

不動産の取得時の税金、所有期間中の税金、手放すときの税金などの説明を受けた。 

特に、空き家と大きく関わりのある相続税について、最近の動向も合わせて詳しく説明があった。 

 

写真４ 専門家セミナー「古民家・空き家にかかる税金」の様子 

 
 

講師に不動産関係者、建築士を招き「空き家と不動産について」のテーマで専門家セミナーを行

った。（写真５） 

空き家（不動産）の評価額、空き家が空き家のままである理由、不動産会社が勣かない理由など

についての説明を受けた。 
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写真５ 専門家セミナー「空き家と不動産について」の様子 

 
 

空き家活用の事例の見学会として「淡路洲本米田家見学会」を開催した。（写真６） 

そこで講師に運営者を招き専門家セミナーを行い、建物の改修方法や企画・運営方法について説

明を受けた。（写真７） 

築 100年超の商家だった古民家をリノベーションし、NPO法人兵庫 SPO支援センターが運営して

おり、相談者にも空き家活用のイメージが湧く事例である。 

 

写真６ 淡路洲本米田家見学会の様子
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写真７ 淡路洲本米田家見学会 専門家セミナーの様子 

 

実際に運営している空き家相談窓口の事例の見学会として「たつの市空き家相談センター見学

会」を開催した。（写真８） 

そこで講師に運営者を招き専門家セミナーを行い、空き家についての問題、体験談や実際の運営

方法の説明を受けた。 

 

写真８ たつの市空き家相談センター見学会の様子 
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写真９ たつの市空き家相談センター 専門家セミナーの様子 

 
 

④地元の専門家に空き家相談窓口の必要性を説明し、専門家プラットフォームの参加を依頼した。 

平成 30年 11月から平成 31年 1月末の期間に行い、専門家ネットワークを構築した。 
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（３）成果 

・地域に古くからある梅谷邸の一部のスペースに「空き家相談窓口」を創設した。 

・「はりま空き家相談窓口 空き家相談員育成マニュアル」を作成した。 

「1.播磨町空き家相談窓口について」、「2.空き家相談員の業務」、「3.空き家相談のケーススタデ

ィ」、「4.空き家相談の参考になること」を記載し、一般の方が空き家相談員のことが分かるよう

に配慮した。また、専用のホームページで閲覧できるようにし、公表している。（図５） 

 

「1.播磨町空き家相談窓口について」では、播磨町空き家相談員の育成の必要性やはりま空き家

相談窓口のしくみ、専門家プラットフォームの構成などを記載している。また、行政との連携、

信頼のある相談体制についても説明している。（図１） 

 

図１ 空き家相談員育成マニュアル 「1.播磨町空き家相談窓口について」 

  

 

「2.空き家相談員の業務」では、空き家相談の受付や対応の方法、空き家相談対応票 A～Cの記

入方法を説明している。（図２） 

 

空き家相談対応票 A・B には、空き家相談員が相談者に対応しながら記入する。 

記入の内容は、「相談者について」「空き家物件情報」「空き家の所在地」「相談内容」である。 

この相談対応票の内容については、団体メンバーや相談員候補の方からの意見を反映しながら改

善をおこなってきた。 

 

空き家相談対応票 Cは、専門家プラットフォームの専門家に円滑に連絡できるようにするための

ものである。どの専門家に依頼するかは、運営者が相談種別や相談内容の確認をし、単独で空き

家相談員が判断を行わなくて良いように配慮している。 
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図２ 空き家相談員育成マニュアル 「2.空き家相談員の業務」 
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「3.空き家相談のケーススタディ」では、空き家相談の事例を想定して、相談対応票の記入例を

紹介している。（図３） 

相談の種類は多岐にわたり、空き家相談員候補の方がすぐに相談対応票の記入方法を理解するの

は難しいと想定されるので、ケーススタディごとの記入方法を記載した。 

 

図３ 空き家相談員育成マニュアル 「3.空き家相談のケーススタディ」 
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「4.空き家相談の参考になること」では、提携している播磨町の空き家対策である播磨町空家等

対策計画についてや播磨町の空家等バンク制度についてを記載している。 

また、専門家セミナーの「空き家と税金について」と「空き家と不動産について」の資料を記載

した。空き家の活用事例についての資料として、事例見学会を開催した YORISOI 米田家を紹介し

ている。（図４） 

 

図４ 空き家相談員育成マニュアル 「4. 空き家相談の参考になること」 

  

 

図５ 専用のホームページ 
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・「専門家プラットフォーム」を構築した。 

専門家は、建築士、建設事業者、不動産関係、税理士、管理代行のメンバーとなった。（図６） 

図６ 専門家プラットフォーム 

 
 

・はりま空き家相談窓口開設の広報用チラシを作成した。（図７） 

開設が決まれば播磨町の方に郵送を予定している。 

開設時期、開所日時、連絡先などは今後調整していく予定である。 

図７ 広報用チラシの案 

  



14 

 

３．評価と課題 

①団体メンバーで行った梅谷邸の一部を空き家相談窓口にしつらえる作業は、今問題になってい

る空き家の片付け体験であり、今後の空き家相談に役立たせる効果があると考えます。 

②空き家相談員育成マニュアルの作成の検討では地元の相談員候補の方の意見を聞くことがで

き、空き家相談対応票の記載方法や空き家相談員の業務のしかたについて反映することができた。 

③相談員研修、専門家セミナー、事例の見学会では、空き家についての問題、建物の改修方法や

企画・運営方法について幅広い知識や体験談を聞くことができた。 

④専門家プラットフォームは、播磨町に近く協力的な専門家のネットワークであり、空き家相談

者も相談しやすい体制となった。 

 

４．今後の展開 

今後は、実際運用していきながら空き家相談育成マニュアルを改善していくこと、また、協力者

を増やし専門家の負担が少なくなる専門家プラットフォームの体制づくりが大切だと考えます。

また、運営の体制として任意団体ではなく NPO法人として事業を展開する必要性を感じます。 

 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期 平成 27年 4月 

代表者名 代表 松岡 栄治 

連絡先担当者名 松岡 栄治 

連絡先 
住所 〒675-0156 加古郡播磨町東本荘 3-4-12 

電話 079-437-7862 

ホームページ https://harimaakiya.wixsite.com/akiya 

 

 


